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葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館 

展
示
紹
介
「
花
の
宴 

堀
切
の
夢
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館 

 

博
物
館
専
門
調
査
員 

富
澤 

達
三 

は
じ
め
に 

 

 

平
成
七
年
三
月
に
開
催
し
た
特
別
展

「
堀
切
菖
蒲
園 

葛
西
花
暦
」
か
ら
一
三

年
。
今
回
の
企
画
展
（
平
成
二
〇
年
一
二

月
二
〇
日
〜
二
一
年
二
月
一
五
日
）で
は
、

堀
切
の
花
菖
蒲
と
梅
な
ど
初
春
に
咲
く

花
々
を
描
い
た
錦
絵
（
浮
世
絵
版
画
）
を

中
心
に
、
絵
図
・
絵
葉
書
、
か
つ
て
花
菖

蒲
園
を
経
営
し
て
い
た
旧
家
の
資
料
を
展

示
し
ま
し
た
。 

 

季
節
の
草
花
の
鮮
や
か
な
色
を
描
く
こ

と
は
、
多
色
摺
り
版
画
で
あ
る
錦
絵
が
得

意
と
す
る
こ
と
で
し
た
。
本
稿
で
は
、
花

菖
蒲
や
初
春
の
草
花
を
描
い
た
人
気
浮
世

絵
師
を
何
人
か
挙
げ
、
錦
絵
の
黄
金
時
代

と
、
明
治
期
に
錦
絵
が
新
時
代
の
メ
デ
ィ

ア
絵
葉
書
に
圧
倒
さ
れ
た
歴
史
を
述
べ
ま

す
。
そ
し
て
錦
絵
や
絵
図
・
絵
葉
書
な
ど

の
画
像
資
料
が
、
地
域
の
歴
史
を
物
語
る

歴
史
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
現
状

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

一 

錦
絵
に
描
か
れ
た
菖
蒲
園 

 

 

現
在
、
江
戸
時
代
の
庶
民
芸
術
と
し
て

海
外
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
錦
絵

（
浮
世
絵
版
画
）
は
、
東
錦
絵
（
あ
づ
ま

に
し
き
え
）」と
呼
ば
れ
た
江
戸
の
名
産
品

で
し
た
。
そ
の
製
作
・
販
売
は
地
本
問
屋

（
ぢ
ほ
ん
と
ん
や
）
と
呼
ば
れ
る
娯
楽
的

な
出
版
物
の
版
元
が
行
い
ま
し
た
。
ま
ず

版
元
は
浮
世
絵
師
に
版
下
絵
を
依
頼
し
ま

す
。
絵
柄
は
事
前
の
検
閲
を
通
す
義
務
が

あ
り
ま
し
た
。
政
治
批
判
や
、
世
間
の
大

事
件
を
描
く
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
検
閲
を
通
っ
た
版
下
絵
に
は
検
閲

印
が
押
さ
れ
、
こ
れ
を
元
に
、
彫
師
が
使

用
す
る
色
版
の
数
だ
け
版
木
を
彫
刻
し
ま

す
。
そ
し
て
最
後
に
摺
師
が
重
ね
摺
り
し

て
錦
絵
が
完
成
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
版

元
の
企
画
と
浮
世
絵
師
・
彫
師
・
摺
師
の

高
度
な
分
業
体
制
に
よ
っ
て
、
江
戸
で
は

膨
大
な
錦
絵
が
生
産
さ
れ
た
の
で
す
。
錦

絵
に
は
様
々
な
判
型
が
あ
り
ま
す
が
、
最

も
一
般
的
な
も
の
は
大
判
サ
イ
ズ
（
約
三

九
×
二
六
・
五
ｃ
ｍ
）
で
、
こ
れ
を
二
枚

続
・
三
枚
続
と
ワ
イ
ド
画
面
に
し
た
作
品

も
あ
り
ま
し
た
。 

 

錦
絵
は
、
巷
の
流
行
を
描
く
ニ
ュ
ー
ス

媒
体
と
し
て
の
役
目
も
大
き
く
、
広
大
な

田
園
の
中
に
咲
き
誇
る
堀
切
の
花
菖
蒲
を

楽
し
む
人
々
の
姿
が
錦
絵
で
描
か
れ
有
名

に
な
る
と
、
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
堀
切

を
訪
れ
た
の
で
す
。
今
回
の
展
示
で
作
品

を
紹
介
し
た
主
な
浮
世
絵
師
は
、
以
下
の

通
り
で
す
。 

 

五
人
の
広
重 

 

江
戸
時
代
末
期
の
浮
世
絵
師
・
初
代
歌

川
広
重
は
欧
米
で
も
大
人
気
で
す
が
、
そ

の
名
跡
が
五
代
続
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
五
人
の
広
重
と
作
品
に
つ
い

て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。 

・
初
代
（
寛
政
九
〜
安
政
五
年
＝
一
七
九

七-

一
八
五
八
） 

 

初
代
歌
川
広
重
は
、
江
戸
幕
府
の
定
火

消
同
心
・
安
藤
家
に
生
ま
れ
た
武
士
で
し

た
。
一
五
歳
の
と
き
歌
川
豊
広
に
入
門
、

二
七
歳
の
時
に
は
養
子
に
家
を
継
が
せ
て
、

画
業
に
専
念
し
ま
す
。
天
保
年
間
（
一
八

三
〇
〜
四
四
）
風
景
画
に
開
眼
し
、
天
保

四
年
（
一
八
三
三
）
に
『
東
海
道
五
拾
三

次
之
内
』
の
シ
リ
ー
ズ
が
当
た
り
、
次
々

と
各
地
の
名
所
絵
の
続
き
物
を
発
表
す
る

人
気
浮
世
絵
師
と
な
り
ま
す
。
晩
年
に
は

百
点
を
超
え
る
『
名
所
江
戸
百
景
』
の
シ

リ
ー
ズ
に
挑
戦
し
ま
す
。
そ
の
中
の
一
枚

「
堀
切
の
花
菖
蒲
」
で
は
、
花
菖
蒲
を
手

前
に
大
き
く
描
き
、
後
方
に
は
遠
く
広
が

っ
た
菖
蒲
田
を
描
く
、
大
胆
な
手
法
が
見

ら
れ
ま
す
（
図
１
）。 

 

・
二
代
（
文
政
九
〜
明
治
二
年
＝
一
八
二

六-

六
九
） 

 

本
名
は
鈴
木
鎮
平
。
初
代
同
様
、
江
戸

幕
府
の
定
火
消
同
心
の
家
柄
で
し
た
。
初

代
死
後
の
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）、
そ
の

養
女
・
お
辰
の
入
婿
と
な
り
二
代
広
重
を

襲
名
、名
所
絵
や
花
鳥
画
を
描
き
ま
し
た
。

お
辰
よ
り
二
〇
歳
も
年
上
で
あ
っ
た
た
め

不
仲
で
、
慶
応
元
年
に
離
婚
し
二
代
広
重

の
名
を
返
上
し
ま
す
。
家
を
出
た
後
は
喜

斎
立
祥
（
き
さ
い
り
っ
し
ょ
う
）
を
名
乗

り
作
画
を
続
け
、
横
浜
か
ら
輸
出
さ
れ
る

日
本
茶
の
箱
用
の
ラ
ベ
ル
絵
を
手
が
け
た

こ
と
か
ら
「
茶
箱
広
重
」
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。季
節
の
花
卉
を
上
品
に
描
い
た『
東

京
名
所
三
十
六
花
撰
』
シ
リ
ー
ズ
は
代
表

作
で
、
堀
切
の
花
菖
蒲
を
鮮
や
か
な
紫
色

で
表
現
し
て
い
ま
す
（
図
２
）。 

・
三
代
（
天
保
一
三
〜
明
治
二
七
年
＝
一

八
四
二-

九
四
） 

（図１、名所江戸百景 堀切の花菖蒲） 
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本
名
・
後
藤
寅
吉
。
深
川
の
船
大
工
の

家
に
生
ま
れ
、
料
亭
の
養
子
と
な
り
ま
す

が
、
絵
に
没
頭
し
て
仕
事
を
し
な
い
た
め

主
人
も
諦
め
、
初
代
広
重
に
弟
子
入
り
。

初
代
の
死
後
は
二
代
に
学
び
ま
す
。
二
代

が
初
代
の
養
女
・
お
辰
と
離
婚
し
た
の
ち
、

入
婿
と
な
り
ま
す
。
明
治
初
期
か
ら
東
京

名
所
・
横
浜
絵
・
鉄
道
絵
な
ど
、
文
明
開

化
で
変
わ
り
ゆ
く
風
景
・
風
俗
を
描
き
ま

し
た
。
洋
紅
を
効
果
的
に
使
っ
て
堀
切
の

菖
蒲
園
を
描
い
て
い
ま
す
（
図
３
）。 

・
四
代
（
嘉
永
元
〜
大
正
一
四
年
＝
一
八

四
八-

一
九
一
五
） 

 

本
名
・
菊
池
貴
一
郎
。
医
師
の
家
に
生

ま
れ
ま
す
が
、
芝
増
上
寺
の
御
庭
番
・
菊

池
家
の
養
子
と
な
り
ま
す
。書
画
を
好
み
、

二
代
広
重
に
絵
を
学
ん
だ
可
能
性
も
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
、
途
絶
え
て

い
た
広
重
の
名
跡
を
次
い
で
欲
し
い
と
頼

ま
れ
、
四
代
広
重
を
襲
名
。
の
ち
日
本
橋

本
白
銀
町
で
寺
子
屋
を
開
き
、
書
道
や
漢

文
を
教
え
て
生
計
を
立
て
な
が
ら
、
江
戸

時
代
考
証
家
と
し
て
活
躍
し
ま
す
。 

・
五
代
（
明
治
二
三
〜
昭
和
四
二
＝
一
八

九
〇-
一
九
六
七
） 

 

本
名
・
菊
池
寅
三
。
菊
池
貴
一
郎
の
次

男
で
、
父
の
書
道
塾
を
継
ぎ
、
五
代
広
重

を
襲
名
し
ま
す
。
団
扇
絵
・
掛
軸
・
色
紙

な
ど
の
作
品
を
残
し
ま
し
た
。
東
京
大
空

襲
で
日
本
橋
本
石
町
の
自
宅
を
失
い
転
々

と
し
ま
す
が
、
戦
後
は
東
京
都
葛
飾
区
亀

有
に
引
っ
越
し
て
い
ま
す
。 

 

文
明
開
化
の
浮
世
絵
師
た
ち 

 

明
治
時
代
に
な
っ
て
も
錦
絵
の
人
気
は

衰
え
ず
、
絵
師
た
ち
は
美
人
画
や
役
者

絵
・
名
所
絵
な
ど
を
描
き
ま
す
。
外
国
か

ら
安
価
な
洋
紅
が
輸
入
さ
れ
、
鮮
や
か
な

赤
色
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
彫

り
・
摺
り
の
技
術
も
一
層
進
化
し
、
多
く

の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
堀
切
の

菖
蒲
園
も
多
く
の
浮
世
絵
師
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

・
大
蘇
芳
年
（
天
保
一
〇
〜
明
治
二
五
＝

一
八
三
九-

九
二
） 

 

幕
末
維
新
の
動
乱
期
に
凄
惨
な
残
酷
絵

を
描
き
、「
血
み
ど
ろ
絵
師
」
と
い
わ
れ
る

こ
と
も
あ
る
芳
年
は
、
明
治
初
期
に
精
神

を
病
み
ま
す
が
回
復
し
「
大
蘇
」
の
号
を

用
い
て
武
者
絵
や
美
人
絵
、
文
明
開
化
の

新
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
新
聞
の
記
事
を
取
り

入
れ
た
『
錦
絵
新
聞
』
を
描
い
て
人
気
を

得
ま
し
た
。
の
ち
歴
史
画
に
も
腕
を
振
る

い
数
々
の
秀
作
を
残
し
ま
す
。
花
菖
蒲
も

の
で
は
、
洋
服
姿
で
洋
傘
を
持
っ
た
芸
妓

の
美
人
絵
を
描
い
て
い
ま
す
（
図
４
）。 

 
・
楊
洲
周
延
（
天
保
九
〜
大
正
元
＝
一
八

三
八-
一
九
一
二
） 

 

周
延
（
ち
か
の
ぶ
）
は
、
歌
川
国
芳
・

三
代
豊
国
に
学
ん
だ
の
ち
豊
原
国
周
に
弟

子
入
り
し
、
門
下
の
第
一
人
者
と
な
り
ま

す
。
実
家
が
代
々
幕
府
の
御
家
人
で
あ
っ

た
経
験
を
活
か
し
、
江
戸
時
代
に
は
描
く

こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
江
戸
城
大
奥
の

様
子
・
幕
府
の
行
事
や
風
俗
を
描
い
た
作

品
を
三
枚
続
・
五
枚
続
の
ワ
イ
ド
画
面
で

描
き
、
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
後
に
西
南

の
役
や
日
清
戦
争
の
際
に
は
三
枚
続
き
の

戦
争
画
を
多
数
描
い
て
い
ま
す
。
弟
子
の

延
一
（
の
ぶ
か
ず
）
は
師
の
画
風
を
受
け

継
ぎ
、
美
人
画
・
戦
争
画
な
ど
に
腕
を
振

る
い
ま
し
た
。
八
ツ
橋
か
ら
花
菖
蒲
を
見

物
す
る
日
傘
を
持
っ
た
美
人
を
優
雅
に
描

い
て
い
ま
す
（
図
５
）。 

（図３、東京花名所 ほり切の里花菖蒲） 

（図２、東京名所 三十六花撰 
二十 東京堀切花菖蒲） 

（図４、風俗参十二相 遊歩がしたそう） 

（図５、美人堀切の遊覧） 
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・
尾
形
月
耕
（
安
政
六
〜
大
正
九
＝
一
八

五
九-
一
九
二
〇
） 

 

月
耕
は
江
戸
の
京
橋
に
生
ま
れ
独
学
で

絵
を
学
び
、
明
治
の
初
め
輸
出
用
の
陶
磁

器
・
漆
器
の
絵
付
け
で
高
い
評
価
を
得
ま

す
。
さ
ら
に
『
絵
入
朝
野
新
聞
』
の
挿
絵

画
家
と
な
り
、
明
治
一
八
年
（
一
八
八
三
）

か
ら
、
春
陽
堂
の
出
版
物
の
表
紙
絵
や
挿

絵
を
手
が
け
て
活
躍
し
ま
し
た
。 

月
耕
の
錦
絵
作
画
の
最
盛
期
は
明
治
二

〇
〜
三
〇
年
代
で
、
明
治
二
八
年
か
ら
の

三
枚
続
『
花
美
人
名
所
合
』
の
シ
リ
ー
ズ

で
は
、
堀
切
の
菖
蒲
園
も
描
か
れ
、
洋
傘

を
持
っ
た
江
戸
時
代
風
の
美
人
を
描
い
て

い
ま
す
（
図
６
）。 

 ・
小
林
清
親
（
弘
化
四
〜
大
正
四
＝
一
八

四
七-

一
九
一
五
） 

 

幕
府
の
御
家
人
の
家
に
生
ま
れ
た
清
親

は
、
少
年
期
か
ら
絵
を
好
み
ま
し
た
が
、

幕
府
側
の
武
士
と
し
て
鳥
羽
・
伏
見
の
戦

い
や
江
戸
開
城
、
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜

の
静
岡
移
住
な
ど
の
苦
難
を
体
験
し
ま
す
。

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
東
京
に
戻
り
、

絵
師
を
志
し
ま
し
た
。
修
行
の
た
め
、
画

家
で
写
真
師
の
下
岡
蓮
杖
に
写
真
術
を
、

英
国
人
ワ
ー
グ
マ
ン
か
ら
油
絵
を
習
う
な

ど
し
て
、
浮
世
絵
の
伝
統
に
縛
ら
れ
な
い

独
自
の
画
風
を
確
立
、
明
治
九
年
こ
ろ
か

ら
光
と
影
の
陰
影
を
は
っ
き
り
と
描
く

「
光
線
画
」
の
シ
リ
ー
ズ
で
人
気
を
得
ま

し
た
。
遠
景
か
ら
堀
切
菖
蒲
園

を
の
ん
び
り
と
描
い
た
作
品
が

残
っ
て
い
ま
す
（
図
７
）。 

 

二 

松
平
定
信
の
浴
恩
園 

 

 

江
戸
時
代
に
は
、
俗
に
大
小

三
百
も
の
大
名
が
い
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
大
名
た
ち
は
幕
府
か

ら
上
屋
敷
・
中
屋
敷
・
下
屋
敷

を
拝
領
し
、
規
模
に
応
じ
て
、

自
ら
く
つ
ろ
ぐ
た
め
や
客
を
も

て
な
す
た
め
に
庭
園
を
造
り
ま

し
た
。
江
戸
時
代
の
有
名
な
政

治
改
革
「
寛
政
の
改
革
」
を
断

行
し
た
、
奥
州
白
川
藩
主
で
幕

府
の
老
中
を
も
勤
め
た
松
平
定

信
も
、
築
地
（
現
、
東
京
都
中

央
区
）
付
近
の
江
戸
湾
に
面
し

た
下
屋
敷
に
、
約
五
・
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
広
大
な
庭「
浴
恩
園
」

を
造
り
ま
す
。
浴
恩
園
は
江
戸

湾
か
ら
二
つ
の
池
に
海
水
を
引

き
入
れ
た
回
遊
式
庭
園
で
し
た
。 

 

文
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
定

信
は
、
老
中
退
任
後
の
寛
政
六

年
（
一
七
九
四
）
こ
ろ
に
浴
恩

園
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
庭
内
に
は
多
く
の

植
物
を
植
え
て
小
山
を
作
り
盆
栽
や
奇
岩

を
置
い
て
鶴
を
放
ち
ま
し
た
。
そ
し
て
自

ら
五
一
の
名
勝
を
設
け
て
、
風
流
三
昧
の

隠
居
生
活
を
送
っ
た
の
で
す
。 

（図８、浴恩園 御在時之図［国立国会図書館蔵］ ） 

（図６、花美人名所合 堀切の菖蒲） 

（図７、堀切花菖蒲） 
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定
信
は
園
内
に
桜
・
梅
・
蓮
な
ど
様
々

な
花
を
植
え
、
そ
の
中
に
は
花
菖
蒲
も
あ

り
ま
し
た
。
現
在
は
写
本
を
含
め
数
点
の

浴
恩
園
図
が
国
立
国
会
図
書
館
・
天
理
大

学
図
書
館
・
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
な

ど
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
浴
恩

園
図
で
も
、
咲
き
誇
る
四
季
の
花
々
が
、

豪
華
絢
爛
に
描
か
れ
て
い
ま
す
（
図
８
）。 

 

の
ち
に
浴
恩
園
は
幕
末
の
大
火
で
失
わ

れ
、
明
治
時
代
に
な
る
と
海
軍
用
地
と
な

っ
て
完
全
に
失
わ
れ
ま
す
が
、
現
在
残
っ

て
い
る
浴
恩
園
図
は
、
か
つ
て
の
美
し
さ

を
偲
ば
せ
る
貴
重
な
画
像
資
料
で
す
。 

 

三 

錦
絵
か
ら
絵
葉
書
へ 

 

 

明
治
時
代
に
な
る
と
、
新
し
い
情
報
媒

体
が
、
徐
々
に
庶
民
に
浸
透
し
て
い
き
ま

す
。
と
く
に
写
真
は
、
そ
の
名
の
通
り
目

の
前
の
出
来
事
や
人
物
を
写
し
撮
る
新
し

い
技
術
で
し
た
。
明
治
初
期
、
写
真
は
大

変
に
高
価
で
、
政
府
の
高
官
や
外
国
人
な

ど
一
部
の
限
ら
れ
た
人
々
だ
け
の
も
の
で

し
た
が
、
写
真
風
の
リ
ア
ル
な
画
像
は
、

石
版
画
に
よ
っ
て
再
現
さ
れ
ま
す
。
明
治

一
〇
〜
二
〇
年
代
に
か
け
て
写
真
画
像
を

真
似
て
、
美
人
や
名
所
・
災
害
な
ど
を
描

い
た
石
版
画
が
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た

（
図
９
）。
の
ち
石
版
画
は
多
色
刷
り
と
な

り
、
そ
の
技
術
は
大
型
ポ
ス
タ
ー
の
印
刷

な
ど
に
使
わ
れ
ま
し
た
。 

 

絵
葉
書
の
時
代 

 

写
真
画
像
を
金
属
に
製
版
し
、
紙
に
大

量
に
印
刷
す
る
技
術
が
生
み
出
さ
れ
た
の

は
、
明
治
二
〇
年
代
の
こ
と
で
す
。
明
治

三
〇
年
代
に
は
、
写
真
画
像
を
使
っ
た
絵

葉
書
を
大
量
生
産
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
す
で
に
日
本
で
も
外
国
に
倣
い

郵
便
制
度
が
整
備
さ
れ
、
明
治
六
年
（
一

八
七
三
）
年
に
は
官
製
絵
葉
書
が
発
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
製
は
が
き
の
発
行

が
逓
信
省
（
い
ま
の
郵
政
省
）
か
ら
許
可

さ
れ
た
の
は
、
明
治
三
三
年
一
〇
月
一
日

の
こ
と
で
す
。
許
可
の
わ
ず
か
四
日
後
に

は
、
少
年
向
け
雑
誌
の
付
録
に
絵
葉
書
が

付
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

明
治
三
七
年
の
日
露
戦
争
勝
利
の
の
ち
、

逓
信
省
が
戦
勝
記
念
の
写
真
絵
葉
書
を
発

売
す
る
と
、
熱
狂
的
な
絵
葉
書
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
ま
す
。
特
に
明
治
三
九
年
の
凱
旋

記
念
絵
葉
書
発
売
の
際
に
は
、
各
郵
便
局

に
人
が
押
し
か
け
、
東
京
江
戸
橋
の
郵
便

局
で
は
死
者
が
出
る
ほ
ど
の
騒
ぎ
と
な
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
庶
民
の
間
に
定
着
し

た
写
真
絵
葉
書
は
国
家
の
記
念
行
事
だ
け

で
な
く
、
美
人
や
東
京
の
新
し
い
風
景
・

各
地
の
名
勝
、
さ
ら
に
は
災
害
ま
で
も
伝

え
る
ニ
ュ
ー
ス
媒
体
と
し
て
も
使
わ
れ
た

の
で
す
。
東
京
の
絵
葉
書
の
発
売
元
は
、

江
戸
時
代
に
錦
絵
な
ど
を
売
っ
て
い
た
絵

草
紙
屋
か
ら
の
転
業
者
が
多
か
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
写
真
絵
葉
書
は
、
江
戸

の
土
産
物
と
し
て
喜
ば
れ
た
錦
絵
に
代
わ

っ
て
、
東
京
土
産
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 
錦
絵
で
描
か
れ
て
い
た
堀
切
の
菖
蒲
園

も
、
写
真
絵
葉
書
と
な
り
ま
す
。
手
彩
色

で
色
づ
け
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
各
菖
蒲

園
の
名
入
り
絵
葉
書
は
来
園
記
念
の
お
土

産
品
と
し
て
売
ら
れ
、
花
菖
蒲
の
美
し
さ

を
伝
え
る
宣
伝
媒
体
と
な
り
ま
し
た
。
英

文
入
り
の
も
の
も
あ
り
、
外
国
人
が
花
菖

蒲
見
物
に
訪
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
ま

す
（
図
10
）。 

 

お
わ
り
に 

 

 

近
年
、
画
像
資
料
が
地
域
の
歴
史
を
物

語
る
も
の
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

堀
切
の
菖
蒲
園
に
関
す
る
画
像
資
料
を
収

集
し
、
古
文
書
や
記
録
と
照
合
し
て
丁
寧

に
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
地

域
の
歴
史
を
よ
り
深
く
、
豊
か
に
物
語
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

現
在
、
画
像
資
料
の
範
囲
は
、
手
描
き

の
絵
図
、
錦
絵
・
石
版
画
・
絵
葉
書
な
ど

の
出
版
物
か
ら
、
公
的
機
関
や
個
人
が
撮

っ
た
写
真
、
映
画
や
ビ
デ
オ
な
ど
の
動
画

資
料
に
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。
葛
飾
区

郷
土
と
天
文
の
博
物
館
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
様
々
な
画
像
資
料
を
収
集
・
保
存
し
、

研
究
し
た
成
果
を
、
展
示
や
出
版
物
の
形

で
広
く
公
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 
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（図９、美人十二ケ月 堀切の菖蒲 五月 
[東京都江戸東京博物館蔵]） 

（図10、堀切花菖蒲  堀切園 ） 


